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6%減(2022年比)

3件 3件

項目 住みやすいまちづくりの提案

5%減(2025年比)

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 CO2排出量削減率

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

・2022年1件→2025年5件
・2022年1件→2025年5件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年0件→2025年3件

社用車を1台エコカーへ転換し、建設重機を効率的に使用したことによ
り、目標を達成できた。

項目 Holiday&Money制度の実施件数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

・地下水保全のため、貯留浸透槽設置の推進
・公園、緑地、水場等を併設した住みやすいまちづくりの提案

現状（2025年） 更新時（3年後）

2022年→2025年　6%削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

5件

前期の指標に対する実績

5件
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞ
れの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）の数
値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・Holiday&Money制度の実施回数
　2022年0件→2025年10件

前期の指標に対する実績

・Holiday&Money制度の創設・実施
（休暇と休暇を充実させるための資金の同時支給）

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

Holiday&Money制度を創設し、3件実施したが、業務がたて込み連
続した休暇を取れず目標を達成できなかった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 貯留浸透槽設置の提案を積極的に行ったが客先に採用されたのは1件
であり、件数の目標は達成できなかった。公園・緑地等を併設したまち
づくりの提案は5件行い、目標を達成できた。

・2022年1件→2025年1件
・2022年1件→2025年5件

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのまま
転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

様々なステークホルダーと連携し情報交換を行い、事業活動が社会・環境に及ぼす影響を把握すると共に、お客様との対話を
重視し、更なる信頼関係の構築に注力します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・社用車のエコカーへの転換や、建設重機の効率的使用によるCO2排
出量削減

・2022年→2025年　5%削減

・地下水保全のため、貯留浸透槽設置の推進
・公園、緑地、水場等を併設した住みやすいまちづくりの提案

経済

環境

事業者名 株式会社シビルデザインワークス

株式会社シビルデザインワークスは、時代に即した「技術力の向上」「職場環境の向上」「環境配慮型社会への提案・発信」のため
に弛まぬ努力・工夫を続け、人と環境にやさしく、誰もが安心して住み続けられる地域の実現を目指しSDGs達成に貢献しま
す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

・社用車のエコカーへの転換や、建設重機の効率的使用によ
るCO2排出量削減

・Holiday&Money制度の利用拡大
（休暇と休暇を充実させるための資金の同時支給）


